
１）スポーツ学部

１．はじめに

　近年，子どもの体力低下が社会的な問題と

して取り上げられ始めたことから，子どもの

体力向上を目的とした取り組みが行われるよ

うになってきている．例えば，日本スポーツ

協会が作成した「アクティブ・チャイルド・

プログラム」や，文部科学省が幼児期におけ

る運動の在り方について策定した「幼児期運

動指針」が全国的な取り組みとして挙げられ

る．また，地方自治体単位の取り組みとし

て，滋賀県下の各小学校では児童に対して毎

日体を動かす時間を10分以上確保する「健や

かタイム」というものが進められている．こ

のような，子どもの体力向上を目指した取り

組みがなされるようになった背景には，子ど

もの時期に体を動かす経験が運動能力及び，

心理的側面に良い影響を与えることが明らか

にされてきているからだと言える．

特に幼児期での身体の発育の特徴として神経

型の発達は著しく，６歳までに成人の約90パ

ーセントに達する（朴，2008）ことから，幼

児期に豊富な運動経験の必要性が述べられて

きている．また，運動能力が高い子どもは意

欲や人間関係に関する行動傾向が有意に高い

という報告（杉原ほか，2010）や，今まで出

来なかった運動課題が出来るようになること

で肯定的な自己を形成し，積極的に行動する

ことができるようになることも報告（森，

2014）されている．

　そのような報告がされている中で，幼稚園

において定期的に運動指導を実施している幼

稚園と，特別な運動指導を実施せずに自由遊

び時間を確保している幼稚園とでは自由遊び

時間を確保している幼稚園の方が，有意に運

動能力が高い（杉原ほか，2010）ということ

が明らかにされている．つまり，子どもたち

には運動そのものを指導するのではなく，遊

びを通して体を動かす経験を提供することの

方が子どもにとって成長を促すことが出来る

のではないだろうか．

　これまで進められてきた研究によって，上

記したように運動遊びが子どもにとってどの

ような効果があるのかは明らかにされてきて

いる．しかしながら，運動遊びの中での経験

を子どもがどのように捉え，子どもの心理的

な側面がどのように変容しているのかという

点に着目した研究はされてこなかった．今

後，子どもが運動遊びに取り組む環境をより

良い環境にしていくためには，子どもが運動

遊びの中でどのような経験をしているのか，

そしてその経験を通してどのように変容して

いるのかを現場に立つ大人が理解することが

必要である．そこで，本報告では，これまで
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面がどのように変容しているのかに着目し，

取り組んだ研究について報告を行う．

２． 運動遊び場面における 
子どもの心理的変容に関する研究

目的

　運動遊び場面において「どのように子ども

のやる気に拍車が掛かるのか」というリサー

チクエスチョン（以下「RQ」と略す）の下，

発展継承可能で有益な仮説的知見を導き出す．

方法

　週に一度，運動遊びの指導に取り組んでい

る小学校において観察を実施した．主な観察

対象は，６年生の男子児童１名であった．観

察期間は約１年間であり，観察の際は観察記

録を取ると共に，子どもが運動遊びに取り組

む様子をビデオカメラで撮影し，データを収

集した．観察によって得られたデータは質的

研究法である，エピソード記述（鯨岡，

2005），複線径路・等至性モデル（安田・サト

ウ，2012），グランデッド・セオリー・アプロ

ーチ（戈木，2008）を参考に分析を行った．

結果および考察

得られたデータを基に子どものやる気に拍車

が掛かったと考えられる15のエピソードを抽

出した．

　エピソードを上記のRQの下分析を行った

結果，運動遊びに取り組む子どもは「運動遊

びを始めるものの，やる気にブレーキが掛か

るようなことがあると運動遊びから離れてい

ってしまう．しかし，自分が注視されている

ということに気が付くことがきっかけで遊び

の場に入っていくようになる．そして，積極

的に遊ぶ中で楽しい経験を積み重ねることに

よって，もっと遊びたいと思うようになる」

というプロセスでやる気に拍車が掛かるとい

う仮説的知見を導き出した．

　上記の仮説的知見から，①運動遊び場面に

おいて子どものやる気は周囲からの影響を常

に受けており緊張状態にあるということ，②

他者から注視されていることによってやる気

に拍車が掛かるということ，③遊びの中で子

どもは常に遊びたいという思いを抱いている

ということが明らかとなった．

図1．運動遊びに取り組む子どもの心理体験モデル

３． 運動遊び場面での 
子どもの主体性に関する研究

目的

運動遊び場面において「子どもはどのように

主体的に取り組むようになるのか」という

RQの下，発展継承可能で有益な仮説的知見

を導き出す．

方法

　観察対象は，週に一度運動遊びの指導を行

っている小学校の６年生男子児童１名であっ

た．観察によって得られたデータは質的研究

法である質的統合法（山浦，2013）を採用し

分析を行った．

　質的統合法には「事例の持つ個性・独自性

を把握しつつ事例に内在する理論を抽出・発

見することを主眼に置き，現場で得られたデ

ータを整合性が取れた状態にまとめることが

出来る」という特徴がある．本研究において

は，子どもが運動遊びに取り組む現場で得ら

れたデータから，観察対象の個性を守りつつ

理論化することができ，見取り図を用いるこ

とによって，子どもの姿をより理解できると

考えられることから採用した．
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結果および考察

　観察から得られたデータの分析の結果，子

どもが主体的に運動遊びに取り組むようにな

ったと考えられる５つのエピソードを抽出す

ることができた．

　各エピソードを上記のRQの下，分析を行

った結果，運動遊びに取り組む子どもは「運

動遊びに取り組み始めることで，運動遊びに

対して見通しや期待を抱いていく．そのよう

な中で運動遊びの場が安心して遊ぶことが出

来る場だからこそ，自分から運動遊びの場へ

入ろうとし，運動遊びの中で工夫を凝らすよ

うになり，主体的に運動遊びに取り組むよう

になる」という仮説的知見を導き出した．

　上記の仮説的知見から，①運動遊びの場で

は子どもが「安心して遊ぶことが出来る場」

を作っていくことが重要であり，子どもにと

ってどのような場が「安心して遊ぶことが出

来る場」なのかを工夫を重ねる必要がある．

②自ら遊びに入ってきた子どもを受け止め，

子どもの工夫を受け止めることで子どもは主

体的に運動遊びに取り組むようになることが

明らかになった．

図2． 運動遊びの中で主体性を発揮していくプロ
セス

４．まとめ

　本報告では，筆者がこれまで行ってきた研

究活動の成果を報告した．冒頭にも述べたよ

うに，子どもの体力の低下に伴い，運動遊び

の指導の現場が増加し，子どもが運動遊びに

取り組む場は増加をしている．このような現

状の中，これまでは運動遊びが子どもにとっ

てどのような効果があるのかは積極的に研究

を進められてきた．しかし，今後は子どもが

運動遊びの中でどのような経験をして，その

経験を通してどのように心理的側面が成長し

ていくのかを理解するための視点を持って，

研究を進める必要性もある．このようなこと

が理解出来ることで，運動遊びの現場におい

て，子どもとの関わり方を考えるきっかけに

なり，運動遊びの場が子どもにとってより良

い環境になる一歩になるのではないだろうか．
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